
・当時の道の資料に気象概要を追記 北海道総務部危機対策課

【平成24年11月27日の暴風と着雪について】
11月27日、低気圧が発達しながら胆振・日高地方を通過し、強い冬型の気圧配置となって寒気が流入した。
このため、低気圧通過後は西よりの風が、明け方から朝にかけて急速に強まり、雨が湿り雪に変わって、
暴風と着雪による被害が発生した。室蘭では、最大風速29.9メートル、最大瞬間風速39.7メートル
（共に11月の記録第1位）を観測した。 （平成24年11月29日室蘭地方気象台発表資料から抜粋）
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11月26日からの暴風雪に伴う胆振管内における被害・対策状況

１ 被害状況 （平成24年12月６日 1５:00現在）
○ライフライン(停電)

市町村名 最大停電戸数 （11/27 14:00現在）

室蘭市 ２９,８８０戸
登別市 ２０,７９０戸
伊達市 ９９０戸
豊浦町 ３２０戸
壮瞥町 ５０戸
白老町 ８７０戸
厚真町 ０戸
洞爺湖町 ２８５０戸
計 ５５,７５０戸

○住民避難
市町村名 避難所開設数 最大避難者数
室蘭市 １０箇所 １０１名
登別市 ８箇所 ２５４名
伊達市 ３箇所 １３名
豊浦町 ３箇所 １０名
壮瞥町 １箇所 ５名
白老町 ２箇所 １８名
洞爺湖町 ２箇所 ７名
計 ２９箇所 ４０８名

○人的被害
軽傷（打撲等）７名（室蘭市）

○住家被害
一部損壊２１６棟

○産業被害（主なもの）
営農施設被害（ビニールハウスの破れ、鉄骨損傷等）、倒木 多数 ほか
※ 詳細被害は現在調査中。

２ 対策状況
○災害対策本部等（11/27（火）10:00設置、 11/30（金）17:00まで）
「11月26日からの暴風雪に伴う北海道災害対策連絡本部」・・・・・・北海道
「11月26日からの暴風雪に伴う北海道災害対策胆振地方連絡本部」・・胆振総合振興局

○自衛隊災害派遣要請
(1)派遣期間 １１／２７（火）１６:２０派遣要請、１１／３０（金）１５:２０まで
(2)派遣区域 登別市
(3)活動内容 救援物資 （ｽﾄｰﾌﾞ50台、毛布500枚、発電機22台、電源ｺｰﾄﾞ及び燃料）

○災害救助法
平成２４年１１月２７日（火）２２:００ 災害救助法適用

○胆振総合振興局における主な支援等
(1)人的支援
①情報収集として職員の派遣(総務班より派遣)
・室蘭市 11/27 地域政策課職員2名）
・登別市 11/27 副局長、地域政策課職員2名

11/29～３０ 総務課及び地域政策課職員2名

②避難住民の健康状態等の確認及び市側の支援要請聞き取りのため職員を派遣

（別紙）



・登別市 11/28 保健所職員3名

③避難所へ保健師を派遣
・登別市 11/29～３０ 保健所職員2名

④酪農家へ停電時の搾乳指導及び牛の健康管理指導のため職員を派遣
・登別市 11/27～３０ 農業改良普及センター 普及指導員2名
・豊浦町 11/27～３０ 農業改良普及センター 普及指導員1名

(2)物的支援
①日鋼記念病院(室蘭市内)及び登別記念病院(登別市内)から自家発電用の燃料（軽油）確
保に関する相談があり、提供可能な業者のリストを提供し、「災害時における石油類燃
料の供給等に関する協定」に基づき、軽油を緊急配送。（同協定適用第１号）

②振興局に備蓄している発電機２台を福祉施設へ貸与。（登別市内の２施設）

③日赤北海道支部と連絡が不通となっていた登別市事務局との仲介調整をし、11/27に
登別市内の避難所へ毛布８００枚の配布を依頼し、同日に配送完了。

④電線に雪が積もり、垂れ下がった電線への安全確保のため、建設管理部保有のバリケ
ード等の資機材の貸し出し体制の確保。

(3)医療・福祉支援
①停電による災害時要援護者の安全確保のため病院への受け入れ依頼を実施
・室蘭市内 1名（在宅酸素利用者）
・登別市内 2名（脊椎小脳変性症患者）

②停電時においても対応可能な医療機関について、他の医療機関へ情報提供。

③室蘭市内及び登別市内の避難所において、炊き出しの衛生指導を実施。
（11/29 保健所食品保健係2名）

(4)その他の対応
①道路への着雪を伴った風倒木等を除去し、通行路を確保。

②暴風により住家に被害（屋根破損）を受けた住民に対し、道営住宅を特定入居できる
ように対応。

③住宅等に被害を与えるおそれのある保安林内風倒木を除去。

３ 主な課題
○地域のコミュニティによる対応（共助）
・市民への情報伝達手段が断たれたため、登別市においては、町内会連合会が主体とな
り、市内９９町内会の役員等が全戸訪問を実施。その結果を市の災害対策本部へ情報
提供。

このことから、地域のコミュニティの大切さをが改めて認識された自主防災組織
の設立促進及び共助機能強化が必要。

○北電からの情報の伝達
・同じ町内会でも道路一つで異なるなど停電エリアの正確な情報が伝わらなかったり、
復旧の目途がわからなかったため避難所の設置等に時間を要した。

○停電時における庁舎機能の維持（通信機器、暖房、コピー機、パソコン、照明等）
・室蘭市及び登別市の本庁舎においては、停電後、自家発電機がなく又は十分でないた
め電話を含む通信機器が使用不能となり、両市との連絡は、担当者の携帯電話しか使
用できず、情報伝達及び情報収集に支障を来した。

胆振総合振興局においては、自家発電機により、防災担当ラインのみ電話、
パソコン及びＦＡＸ等の通信機器は使用可能であった。
ただし、他の部署においては、すべての執務室で非常灯のみ点灯されていたが、
電源が無く、業務に支障を来たしていた。



室蘭市 登別市 伊達市 豊浦町 壮瞥町 白老町 洞爺湖町 計

7 6 0 0 0 0 0 13

6 5 0 0 0 0 0 11

・暖房用の電源不足のた
め発電機車により対応（２
医療機関）

1 1 0 0 0 0 0 2

・ポータブル発電機により
　対応

・発電機車により対応

5 1 2 0 0 0 1 9

4 1 2 0 0 0 1 8

1 0 0 0 0 0 0

・他の医療機関で対応
（27日全員、28日一部）

9 6 0 0 0 1 1 17

9 6 0 0 0 1 1 17

16 4 5 2 1 2 0 30

16 4 5 2 1 2 0 30

患 者 数 42 53 7 2 0 1 2 107

支障なし 42 53 7 2 0 1 2 107

患 者 数 4 4 0 0 0 0 0 8

支障なし 4 4 0 0 0 0 0 8

36

26 10 0 0 0 0 0 36

5 1 0 0 0 0 0 6

・ポータブルストーブ等に
　よる対応（１施設）

21 9 0 0 0 0 0 30

・ポータブルストーブ等に
　よる対応（１７施設）

・発電機による対応
　（２施設）

・他施設に避難（２施設）
・27日中に通電（２施設）

・ポータブルストーブ等に
　よる対応（７施設）

９か所　　 ６か所 ３か所 ２か所 ３か所 ４か所 ２か所

実 施 可 能 数

実 施 不 可 能 数

・民生委員が要援護
者宅への訪問によ
り、避難所の周知と
避難について説明

停 電 社 会 福 祉 施 設 総 数

在 宅 医 療 患 者 等 へ の 対 応

社 会 福 祉 施 設 へ の 対 応

避 難 所 設 置 数 （ ピ ー ク 時 ）

市 町 村 に お け る
災 害 時 要 援 護 者 へ の 対 応
（ 高 齢 者 ・ 障 が い 者 ）

Ａ Ｌ Ｓ 患 者

重 度 心 身
障 が い 者

そ の 他 の
在 宅 患 者

自 家 発 電 有

自 家 発 電 無

対 応 状 況

暴風雪による停電区域内における対応状況について

対　　　　応　　　　内　　　　容

停 電 医 療 機 関 総 数

透 析 医 療 機 関 数

自 家 発 電 無

医 療 機 関 の 対 応

人 工 透 析 患 者 へ の 対 応

自 家 発 電 有

対 応 状 況

対 応 状 況

※　高齢者や障がい者などの要援護者に対する民生委員、町内会等と連携した地域での見守りなどの支援強化について、平成２４年１１月２８日付けで市
　　町村に通知。

対 応 状 況

患 者 数

支 障 な し

対 象 者

在宅
酸素

人工
呼吸
器

支 障 な し

対 応 状 況

・市職員が要
援護者宅への
電話連絡や訪
問により、安
否について確
認を行うととも
に、避難所の
周知と避難に
ついて説明

・町職員が要
援護者宅への
電話連絡や訪
問により、安
否について確
認

・ケアマネージャー、
民生委員、町内会の
役員などが要援護者
宅への訪問により、
避難所の周知と避難
について説明

・介護事業者が利用
者の安否について確
認を行うとともに、避
難所の周知と避難に
ついて説明

・町職員が要
援護者宅への
訪問により、
避難所の周知
と避難につい
て説明

・町職員が要
援護者宅への
電話連絡によ
り、安否につ
いて確認

・町職員が要
援護者宅への
電話連絡によ
り、安否につ
いて確認

資料２－２


